






















































procedure ; Skinner Hurst, Teeple, & Meadows, 2002；高浜・高橋・野呂，
2008）や対象児の好みを利用する手続き（多田・加藤，2002）などがあり，
これらは，「基軸発達行動支援法（Pivotal Response Treatment ; PRT）」（R.











知的能力障害のある 6歳 1ヶ月の男児 1名であった。5歳 3ヶ月時の新版
K 式発達検査（生澤・松下・中瀬，2002）の結果は，全領域は 3歳 2ヶ月，
認知・適応領域は 3歳 3ヶ月，言語・社会領域は 3歳 1ヶ月であった。5歳 9
ヶ月時に母親に実施した S-M 社会生活能力検査の結果は，社会生活年齢が 3
歳 5ヶ月であった。




































201 X 年 9月から 201 X＋1年 3月までに，K 大学のプレイルームにて，週
1回約 1時間の療育教室プログラム内において約 15分間からなる指導を実施
した。指導者 1と補助スタッフ（以下，指導者 2）の 2名が担当した。
指導場面の設定















































時は 1秒となった。プローブ期では，逸脱率は 0％で平均反応潜時は 1秒台
で維持された。
平仮名課題の課題Ⅰの逸脱率は，BL 期では最大 71％に達して（セッショ
ン 3）平均 52％が示されたが，介入期では大きく減少して 0％となった。同






数の課題における正反応率の平均は，BL 期で 31.3％，介入期で 63.3％，
プローブ期で 75％であった。また，平仮名課題における正反応率の平均は，
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──大学院文学研究科博士課程後期課程──
１３８ 課題学習において逸脱行動を示す知的能力障害児に対する対戦形式による指導
